
































































































































































































































































































































































































































































































は，小池熟練論の Domain Assumption といってよいであろう。労働者にとって技能は，①高い賃
金を稼ぎ出すための武器であり，②仕事を遂行するうえでの裁量権を確保するための武器であり，
職場における自由（freedom on the job）と発言力の源であり，③仕事をたのしくさせるビタミン
剤でもある。
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